
令和３年度 くらら利用者協議会全体会議【書面議決】のお願い 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度の全体会議も書面議決といたしま

す。お送りする資料をご確認いただき、6 月 27 日（日）までに書面表決書をご提

出くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

結果につきましては、情報紙 7 月号およびホームページでご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とちぎ市民活動推進センターくらら情報紙 VOL.188 

2021 年 

６ 

くらら利用者協議会 交流会のお知らせ 

全体会議は書面議決となりますが、近況について話し合えるような交流会を、会場

での少人数の集まりとオンライン（Zoom）とを併用して開催いたします。 

日 時：7 月 17 日（土）16：30～18：00 

会 場：キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 １階大交流室 

参加方法：①会場での参加（定員 20 名） ②オンライン（Zoom）での参加 

申込方法：参加者名・団体名・参加方法（上記の何れか）をお知らせください。 

申込締切：7 月 10 日（土） 

申 込 先：とちぎ市民活動推進センターくらら 

TEL 0282-20-7131 / FAX 0282-20-7132 / E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

副センター長 なみちゃんコラム 

「手間ひまや愛情をかけて「つくる」「つかう」こと

を学び合う大切さ」 



 助成金のお知らせ 登録団体からのお知らせ 

蔵の街うたごえ実行委員会 

蔵の街うたごえ喫茶 in つがの里 

 日時：令和 3 年 6 月 6 日(日) 13：00~14：00 

会場：つがの里 野外ステージ （栃木市都賀町臼久保 325） 

入場無料(雨天の際は中止) 

問合せ：蔵の街うたごえ実行委員会 TEL 0282-24-5868(岩川) 0282-24-1954(臼井) 

 

子どもの貧困が社会問題と言われる中、日本で暮らす子どもたちがその環境などに左右されずに、 

健全に育つように支援活動をされている団体に資金助成します。 

対象事業：将来の担い手である子どもの健全な育成に向けて、支援活動を過去 3 年以上にわたって    

続けている団体で、その内容が社会のニーズに応えていて、計画に実現性があるもの 

助成額：50 万円(上限) 対象団体：法人格の有無は問わない 

応募締切：令和 3 年 6 月 30 日(水)必着 

応募・問合せ：読売光と愛の事業団・子ども育成支援係 TEL 03-3217-3473  FAX 03-3217-3474 

      メール hikari-ai@yomiuri.com 

 

つなげる助成 

感染症の影響により人と人との接触の機会が減らされる中で、途切れてしまったつながりを再生 

させたり、新たなつながりを生み出すことについて、多くの団体が連携し、将来への展望をもって 

活動されている団体に資金助成します。 

対象事業：多くの団体が連携して行う、将来への展望をもって人と人とをつないでいく活動 

助成額：100 万円(助成予定件数 2 件)  対象団体：法人格の有無は問わない 

対象期間：令和 3 年 12 月 31 日(金)まで  応募締切：令和 3 年 6 月 10 日(木)まで 

応募･問合せ：栃木県共同募金会(担当 粕谷)  TEL 028-622-6694 FAX 028-625-9643  

メール kyoubo@akaihane-tochigi.or.jp 

栃木県共同募金会 

新型コロナ感染下の福祉活動応援全国キャンペーン 

 

読売光と愛の事業団 

2021 年度 子ども育成支援事業 

 インターンシップを行う学生を受け入れる団体と参加する学生を募集します。 

内容：令和 3 年 8 月~令和 4 年 2 月の 7 ケ月間(12 日以上)NPO でインターンシップを行う 

対象者：栃木県内の大学生、専門学生などの若者、栃木県出身の若者など 

定員：9 人 奨励金：7 ケ月間 12 日以上で 6 万円 

助成額：〈学生〉6 万円 〈団体〉4 万円 

助成総額：90 万円(最大でインターン生 9 人分と団体 9 団体分)   

対象団体：法人格の有無は問わない 

応募締切：〈学生〉令和 3 年 7 月 12 日(月） 〈団体〉令和 3 年 6 月 14 日(月) 

応募･問合せ：とちぎコミュニティ基金 認定 NPO 法人とちぎボランティアネットワーク内 

       〒320-0027 宇都宮市塙田 2-5-1 共生ビル 3 階 

       TEL 028-622-0021 FAX 028-623-6036 メール info@tochicomi.org 

詳細：「たかはら子ども未来基金 NPO インターン」で検索 

とちぎコミュニティ基金 

NPOインターンシップ 

 

福祉に係る社会課題・地域課題の解決や改善に取り組む NPO 法人や社会福祉法人、任意団体等が、 

プロジェクトの参加団体として県共同募金会と連携しながら、主体的に共同募金運動を展開し、 

共感と応援と寄付を募る共同募金運動です。 

対象事業：福祉に係る社会課題・地域課題の解決に取り組む活動 

配分額：令和 3 年度「1 月から 3 月期の共同募金運動」において、各参加団体が主体的に募る 

「使途選択募金寄附額」全額に「使途選択募金寄附額」の実績に応じて最大 20 万円まで 

加算して配分 

対象団体：法人格の有無は問わない 

対象期間：令和 4 年 4 月 1 日~令和 5 年 3 月 31 日  応募締切：令和 3 年 6 月 30 日(水)まで 

応募･問合せ：栃木県共同募金会(担当 池田)  TEL 028-622-6694   

メール kyoubo@akaihane-tochigi.or.jp 

 

栃木県共同募金会 

赤い羽根おうえんプロジェクト 栃木登校拒否を考える会 

FM くらら出演情報 

 
栃木市のコミュニティラジオ、FM くらら 857、聴いていますか？  

コミュニティ FM は、平時は街のイベント情報などを紹介し、地震や大雨などの 災害発生時には、

栃木市内各地域の被害状況や避難情報を知ることができます。  

お持ちのラジオの周波数を FM85.7 に合わせてみてください。FM くららの番組 

『とち介プロデュースの HAPPY TOWN・輝く栃木人』にくららの登録団体が出演します。 

放送予定日時：令和 3 年 6 月 22 日(火) 11：00~11：35  

出演団体・出演者：栃木登校拒否を考える会 石林正男さん 

ぜひお聴きください。 



とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集･発信の場として活用されています。 

開館時間 月~土 10:00~21:00 日･祝 10:00~17:00 

休館日 水曜日･年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町 6-8 キョクトウとちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

副センター長 なみちゃんコラム 

手間ひまや愛情をかけて「つくる」「つかう」ことを学び合う大切さ 

 

今年はまだ 6 月なのにもう暑いですね。最近私は家庭菜園をはじめたのですが、気温が高く植物の成長が早

くて驚いています。家のベビーリーフがすぐに黄色になってしまいました。くれぐれも体調には気を付けて

お過ごしくださいね。（大塚） 

編集後記 
※くららは、NPO 法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

5 月 19 日付の下野新聞で、栃木農業高校農業環境部地域デザイン班が、「エシカル甲子園」（主催：徳島

県・徳島県教育委員会 / 後援：消費者庁・文部科学省等）という全国大会に関東ブロック代表として出場

し、入賞したことが紹介されました。この大会は、エシカル消費を推進している徳島県と消費者庁の主催に

より 2019 年にはじまり、2 回目となる今回は全国から 87 校の応募がありました。 

エシカル消費とは、「人・社会・地域・環境に配慮した消費行動」のことで、持続的な開発目標（SDGs） 

の 17 のゴールのうち、特にゴール 12「つくる責任 つかう責任（持続可能な生産・消費形態の確保）」に関

連する取り組みです。（消費者庁ホームページ「エシカル消費特設サイト」より） 

入賞した取組は、栃木市の地場産業であり、栃木県の伝統工芸品である「都賀の座敷箒」をテーマとした

ものです。箒の素材であるホウキモロコシの生産者が不足しているため、よりよい栽培方法を確立すること

で生産者の増加と耕作放棄地の活用につなげることを目指し、特に箒の製作と使用において肌にふれていて

も安心なように、農薬を使わず、化学肥料にも頼らない有機栽培に力を入れています。栽培に適した時期、

虫や雑草の防除、土壌への作用など、生徒たちが探究心をもって取り組んでいます。さらに、箒職人の荒木

由和さんから小箒の作り方を学び、親子や他の高校生にも箒に親しんでもらおうと、小箒を手作りしてもら

うワークショップも開催しています。とちぎ高校生蔵部や地域住民の協力を得て、ホウキモロコシを育て、

収穫し、箒づくりを楽しみ、卒業後もこれらの作業に喜んで関わってくれる若者の輪が広がっています。 

 私たちが利用しているモノやサービスが、どのように生産され、消費され、その過程で人や環境に無理を

強いていないかどうか、想像しながら選ぶことが大切になる時代です。だからこそ、栃木市の自然豊かな土

地と人の手から生まれる素材や生産物を手にとり、手間ひまや愛情をかけて「つくる」「つかう」ことをと

おして、目に見える環境や人と人との関わりを大切にできる術を学び合っていきたいと思います。そんな私

は、ちょっとした掃除に荒木さんの箒を、本多さんの糀の味噌を、寺尾の梅の梅干しを、愛用しています♡ 
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